




















































































































































































































































































































































































































































































































1,500,000、20年満期、年 7 ％利子を発行し、1863年から毎年 35,000が積み立てられてい
る。また、第一抵当権付社債（¿UVWPRUWJDJH）1,000,000～ 4,000,000、30年満期、年 6 ％











 ｜ 現在の仕訳 ｜ 
貸倒引当金繰入等　×××　／　減債基金　×××減価償却費等　　　×××
 ｜ 現金主義であったアメリカ鉄道会計の仕訳 ｜ 
減債基金　　　　×××　　/　現金×××
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行われている。不正のトライアングルとは、組織犯罪研究者である Donald  R Cresseyが
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